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は じめに

本稿 は,拙 稿 「『家庭欄』にみる生活の諸問

題 新聞記事の内容分析を通 して一」(1)及

び(3)(『生活科学研究』第5集,第6集)の 続

編である。今回は今 まで とは少 し違った観点

か ら 「家庭欄」の検討を行 ってみたい。つま

り,男 性を含 めた"生 活者"と いう視点か ら

の紙面作 りがなされているか どうか という観

点か ら三大紙(『朝 日』『毎 日』『読売』)の「家

庭欄」を改めて見直 してみよ うというのがそ

れである。(対象は1985年5,6,7の3ヵ 月

分)

こうした試みをしてみようと思ったのは,

一つの新聞記事が直接のきっかけになってい

る。朝 日新聞 に 「私の紙面批評」 という欄が

ある。 この欄で,ノ ンフィクション ・ライタ
ーの沖藤典子氏がたまた まこんな疑問を呈 し

ていた。"女 性は家庭欄 をよく読んでいるが,

男性の(特 に中年期の)熱 心な読者 というの

は,あ まり聞かない。なぜなのだろう。"

続 けて彼女は次のように言 う。「『家庭』欄

という呼称,こ れは,い まなお根強い家庭イ

コー)V女 の社会通念に加担 しているのではな

いだろうか。 どうせ女の問題だか ら男には関

係 ない,と ページを素通 りさせてしまう。女

と男が生 き方や生活を考 える欄 としての位置

づけを明確 にす る新 しい言葉が求められる。」

(1)

そして,「家庭欄」の現状に対 しては次のよ

うなコメン トを加 えている。 「家庭欄的

内容が文化,社 会面 に出ていって彼 らの関心

をひ くべ きか,今 の紙面の中に男の 目をも引

きつける内容 を盛 り込む・ミきか,各 紙 とも迷

っている。特 に朝 日には'悩み深 しの感 があ

る。」(2)

以上の沖藤氏の指摘は,「家庭欄」のそれな

りに熱心な男性読者である筆者 にとってはな

かなか面白い指摘であった し,筆 者自身が 日

頃考 えていたこ とも重なる部分があったので,

前述のような発想 となったわけである。以下,

上に述べたような問題意識 に沿 って見た場合,

具体的に各紙の紙面構成 にはどのような特徴

があるのかを見ていきたいと思 う。

朝 日新聞の場合

先の 「紙面批評」の直接の対象 となった 『朝

日』の場合か ら見ていくことにしよう。『朝 日』

の場合は,曜 日毎に紙面構成にきわめて明瞭

な特徴が見 られ るので曜 日を追って見ていく
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こ とが有 効 で あ る。

月 曜 日 通 常 「家 庭 欄 」 は見 開 き2ペ ー ジ

だ が,月 曜 は い つ もの2分 の1の

スペ ー ス の1ペ ー ジで あ る。 記 事

の 内 容 に は特 定 の 領 域 の もの の み

とい う限 定 は な い。

火 曜 日2分 の1の ス ペ ー ス,つ ま り1ペ

ー ジ分 は いわ ば 「女 性 の ペ ー ジJ

で あ る。人 に よ っ て は,"フ ェ ミニ

ズ ムの ペ ー ジ","ウ ー マ ン ・リブ の

ペ ー ジ"と 呼 ぶ 人 が い るか もいれ

な い。 こ こ に は,働 く女 性 が職 場

で ぶ つ か るさ ま ざ ま な 問題,差 別

の現 状 をす る ど く告 発 して 大 き な

反 響 を呼 んだ 「あ した天 気 に な あ

れ 」 とい う連 載 もの,同 じ く働 く

女 性 か らの メ ッ セ ー ジが盛 り込 ま

れ た 「女 か ら女 へ」 とい うコ ラ ム,

「女 の イ ンデ ッ ク ス 」 とい う小 コ

ラ ム な どが あ る。

水 曜 日 同 じ く2分 の1の スペ ー ス(1ペ

ー ジ分)は
,「 教 育 ・子 ど も」 の ペ

ー ジ で あ る
。 「学 園 だ よ り」 「こ ど

も図 書 館 」「思 春 期 」 とい うレギ ュ

ラー ・コ ラム を は じめ,高 校 生 ま

で の 子 ど もの,広 い 意 味 で の 教 育

関 係 の テ ー マ が 扱 わ れ て い る。 ま

た,「 連 載 イ ン タ ビ ュ ー」とい う長

期 連 載 コ ラ ムが あ り,対 象 とな っ

た 時 期 で は,「 子 ど もの お しゃ れ」

「子 ど もの ふ ざ け」 「高 校 生 の アル

バ イ ト」 とい う テー マ が取 り上 げ

られ て い る。

木 曜 日 木 曜 の2分 の1ス ペ ー ス(1ペ ー

ジ分)は,い わ ば 「男 性 の ペ ー ジ」

で あ る。特 に注 目す べ き もの は「男

の 腕 ま く り」 とい う レギ ュ ラ ー ・

コー ナ ー で あ る。 この欄 に は,男

性 が さ まざ ま な 家 事(炊 事,裁

縫,日 曜 大 工etc.)に 挑 戦 し,そ

の奮 闘 の あ り様 が描 か れ て い る わ
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けだ が,そ れ が そ の ま まhowto

の 実 用 記 事 と もな っ て い るユ ニ ー

ク な コ ー ナ ー で あ る。 ま さ に,"男

子 厨 房 に 入 ろ う"の 精 神 で,積 極

的 か つ 具体 的 に男 性 の 家 事 分 担 ・

参 加 を促 して い る点 で,画 期 的で

あ る。 例 え ば,6月27日 掲 載 分 で

は,「 甚 平 」づ く り まで 登 場 してお

り,ま さ に"驚 異 的"な の で あ る。

その 他 に,「 男 の イ ンデ ッ ク ス」,

天 野 祐 吉 氏 の 「私 のCMウ ォ ッチ

ン グ」(CM批 評)の レギ ュ ラー ・

コ ラム が あ る。

金 曜 日 金 曜 日は見 開 きペ ー ジの 「金 曜 ひ

ろば 」 が 売 り物 で あ る。 わ れ われ

が,生 活 上 で ぶ つ か る さ ま ざ まな

問 題 に ど う対 処 す るか の ヒ ン トを

与 え る とい う性 格 の コー ナ ー で あ

る。 例 えば,5月 の例 で い う と,

「ホ ー ム ・パ ー テ ィ」(5月3日)

「結婚 式 の ス ピ ー チ 」(5月10日)

「忘 れ 物 」(5月17日)「 健 康 食 品」

(5月31日)と い うテー マ が取 り上

げ られ て い る。

この 「金 曜 ひ ろ ば」 は 同 じスペ

ー ス が 月1回 は 「その 時,こ の 本 」

とい うコー ナ ー にな る。 生 活 の 中

で ぶ つ か る諸 問題 を,本 を 手 が か

りに して 考 えて み よ う とい う欄 で

あ る。 樋 口 恵 子(評 論 家),渥 美 雅

子(弁 護 士)の レギ ュ ラー 出演 者

とゲ ス トの対 談 形 式 で 話 が 進 め ら

れ る。 ちな み に,各 月 の テー マ と

ゲ ス トは次 の よ う にな っ て い る。

5月 「離 婚 を ど う考 え る」(黒 井 千

次),6月 「今 ふ うの結 婚 式 とは」

(多 田 道 太 郎),7月 「戦 争 と女 」

(丸 岡 秀 子)

土 曜 日2分 の1ス ペ ー ス(1ペ ー ジ分)

は 「老 人 の ペ ー ジ 」で あ る。 「マ イ

ペ ー ス」「一 筆 啓 上 」の二 つ が レ ギ



ユラー ・コラム。前者は,老 いて

ますます盛ん という感 じの市井の

老人たちを写真入 りで紹介す る小

コラム。後者 は,中 高年の人々の,

あ るいは老人をめぐる問題を扱っ

た読者か らの投稿欄であ る。5月

と6月 は,こ れに 「華の園」 とい

うタイ トルの高橋義孝氏のエ ッセ

イが連載 された。 その他 に,こ の

ページには単発記事が一つずつ掲

載 されるが,こ れ も老人問題 関連

記事であ る。

日曜 日 日曜の2分 の1ス ペース(1ペ ー

ジ分)は,い わば 「教養のページ」

という趣 きである。「～さん と～を

よむ(み る・きく)」とい うコーナ

ーがメインになっている。専門家

の案内で名作,名 著,名 画,名 曲

などの紙上鑑賞 を行 おうという試

みである。 これをちょうど補 う形

で,読 者が投稿で読後感などを寄

せ る 「よむ(み る ・きく)」という

小コラムがある。

以上,長 々 と詳 しい内容紹介を行 って きたが,

これによって朝 日新聞の紙面作 りの特徴が非

常に明瞭な形で明 らかにされた と思 う。つ ま

り,『朝 日』の場合は,月 曜を除 く各曜 日の2

分の1の スペースを,そ れぞれ異なった性別

や世代の読者向けの記事で統一 した実に明快

な紙面作 りがされていることがわか る。性

別 ・世代別の読者層のセグメンテーションが

非常にはっきりと行われてお り,そ れ にもと

つ いた紙面作 りがなされているのである。『朝

日』の家庭欄 に関す る限 り,前 記の沖藤氏の

批判にあった,家 庭欄=女 性(の 読者)と い

う図式は必ず しもあてはまらないのである。

それどころか,結 論 を先 に言えば,批 判の対

象 になった 『朝 日』の 「家庭欄」が,皮 肉な

ことに他の二紙に くらべれば男性読者や各世

代の読者への配慮が一番行き届いているので

ある。

もちろん,長 所 はまた同時 に短所で もあ り,
『朝 日』の 「家庭欄」には,反 面次の ような

批判 もある。同じ 「私の紙面批評」の中で天

野正子氏(千 葉大助教授)は,最 近の新聞が

やた らと分厚 くなったのは,"新 聞が,「 これ

がある」というよ り,「あれがない」という読

者か らの批判 に敏感すぎるためではないのか,

不特定多数の読者の要求に万遍なくこたえな

ければ という思い込みが強すぎる結果で はな

いのか"と 一般的な批判 を述べた上で,「 家庭

欄」 について も次のようにコメン トしている。

「(家庭欄 には)……多彩なハ ウツー情報が満

載 されている。 これなら年齢 ・家族構成 ・生

活関心がちがって も,読 者のだれ もが自分 の

暮 らしに役立つ情報に,ひ とつ くらいは出合

えるわけである。これで確かに読者か らの『あ

れがない』 という批判からは免れ ることがで

きるだろう。 しか し,そ れにかわって紙面か

らは 『これがある』 という,い わば情報の送

り手側の 『主張』が聞 こえにくくなったので

はないか」(3)

読者の多様な要求に対応 した紙面作 りも大

切だ ろうが,同 時に,情 報の送 り手側の視点

や主張を明確 にすることが必要だ と,その"総

花的"な 紙面作 りを批判するのである。天野

氏は 「家庭欄」に"決 まりきった 日常の暮 ら

しにゆさぶ りをかけ,そ れを見直 させ,考 え

させる生活への新 しい視点や提案"を 望むわ

けだが,と りあえずはまず1女 性(主 婦)以

外の読者の 目も向けさせようという「家庭欄」

の現状では,や や高度すぎる要求であるよう

な気 もす る。(こ の点では,む しろ送 り手・作

り手の側 に同情 してしまう。一一筆者 は心優

しい読者なのである。)

毎 日新聞の場合

次 に,毎 日新聞の場合はどうか。『毎 日』の

場合 は,木 曜日と金曜 日だけが特別の紙面構

成 となっている。
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木 曜 日2分 の1の ス ペ ー ス(1ペ ー ジ分)

が 〈み ん な の教 育 〉 とい う特 別 ペ

ー ジ に さ か れ て い る
。 その タ イ ト

ル 通 り,教 育 ・子 ど も(児 童)の

問 題 が 中 心 に扱 わ れ て い る。「教 室

か ら」 と 「す きな 先 生 ・き らい な

先 生 」 とい う二 つ の 小 さ な レ ギ ュ

ラー ・コ ラ ムが あ り,今 回 の対 象

とな っ た 期 聞 で は,「か し こ く育 て

る」 とい う長 期 連 載 もの が大 き な

スペ ー ス を とっ て い る。

金 曜 日 「家 庭 欄 」 の 各1ペ ー ジず つ が,

〈健 や か に〉 と 〈住 ま い を考 える 〉

とい う特 別 ペ ー ジ に割 り当 て られ

て い る。 前 者 は 説 明 す る まで もな

く 「健 康 の ペ ー ジ」 で あ る。 読 者

か らの 質 問 に専 門 医 が 答 え る 「あ

な た の カ ル テ」 とい うの が,レ ギ

ュ ラー ・コ ラ ム。 こ の時 期 は その

他 に 「が ん 謎 ときの 旅 」 とい う連

載 もの が 入 り,残 りを健 康 関係 の

単 発 記 事 一 つ が 占 め る。

後 者 は,そ の タ イ トル 通 り,「住 」

の 問題 を扱 っ た特 別 ペ ー ジで あ る。

こ こに もレギ ュ ラー ・コ ラム と し

て,読 者 か らの不 動 産 を 中 心 とす

る住 宅 問 題 に 関 す る相 談 に答 え る

「相 談 カ ー ドか ら」 が あ る
。 その

他 には 「DIY(Doityourself)を

楽 し く」 とい う コ ラ ム が あ り,日

曜 大 工 的 な住 と趣 味 との接 点 に位

置 す る よ うな 問 題 が 扱 わ れ て い る。

以 上 の よ うに,『 毎 日』の 場 合 は,一 週 の う

ち,木,金 だ け は特 別 の紙 面 構 成 にな って い

るが,前 述 の 『朝 日』 の よ うに性 とか 世 代 に

よ る読 者 層 の セ グ メ ン テー シ ョン に も とつ い

た 明快 な紙 面 作 りは行 わ れ て い な い。 他 の 二

紙 に比 ・ミて,連 載 記 事 の種 類 も圧 倒 的 に多 く,

きわ め て"多 種 多 様"で あ るが,同 時 に"雑

多"な 印 象 は 免 れ な い。
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上 に あ げ た,「住 」 のペ ー ジ や,「健 康 のペ ー

ジ」 には もち ろん 男 性 の読 者 に も関係 の あ る

記 事 は少 な くな いが,特 別 男性 読 者 の 目 を 向

け させ よ う とい う工 夫 は され て い な い。 ま た,

「トー ク老 い 」 や 「わ か りや す い年 金 学 」 な

どの 連 載 もの は,福 祉 や 老 人 問 題 を 扱 った も

の で は あ るが,こ れ ら も他 の 記 事 と"雑 居"

して い るので それ ほ ど 目立 っ た強 い イ ンパ ク

トは な い。

総 じて,『 毎 日』 の 「家 庭 欄 」は こ う して見

て く るか ぎ り,べ 一 ス と して は,女 性 の 読 者,

そ れ も主 婦 層 を中 心 と した 読 者 層 を想 定 した

紙 面 作 りにな って い る こ とが うか が わ れ る。

読売新聞の場合

最 後 に,読 売 新 聞 の 場 合 を見 て お こ う。『読

売 』 の場 合,曜 日に よ る特 別 紙 面 は,木 曜 日

の 〈木 曜 ワイ ド〉 とい う見 開 きペ ー ジ,と 月

曜 日の 〈家 庭 ・子 ど も〉 とい う2分 の1ス ペ

ー ス(1ペ ー ジ分)の 二 つで あ る。(火 曜 日の

1ペ ー ジ分 も 「働 く女 性 の ペ ー ジ」 と いっ て

もい い)

前者,〈 木 曜 ワ・fド〉 は,『 朝 日』の 「金 曜

ひ ろ ば 」 に あ た る もの で あ る。 取 り上 げ られ

て い る テー マ は,「 金 曜 ひ ろば 」 よ り も広 く,

例 えば,「 ア イ ドル は今一 一"元 気 な女 の 子"

の 時代 」(6月27日)か ら,「 東 京 に息 づ く干

潟 の世 界 夏 休 み絶 好 の 自然 観 察 地 」(7月

25日)に 至 る まで,非 常 に雑 多で あ る。 また,

この 〈木 曜 ワ イ ド〉 に は 月一 回 の 投 書 特 集 が

あ り,各 月 の 特 集 テ ー マ と して は,5月 一 「子

供 の しつ け」,6月 一 「お や じ」,7月 一 「贈

答 」 とい っ た もの が取 り上 げ られ て い る。

後 者 の 〈家 庭 ・こ ど も〉 で は,「 ふ れ 合 い」

とい う写 真 コ ラム,「 す くす く育 児 メ モ 」 「母

と子 の 図 書 館 」 が レギ ュ ラ ー ・コ ラ ム で,残

りを,子 ど も関 連 の 単 発 記 事 一 つ が 占 め る。

今 ふ れ た よ う に,『 読 売 』の場 合 は,曜 日 に

よ る紙 面 構 成 の違 い とい うの は それ ほ どな い

とい う こ とに な るが,『 読 売 』につ 帆 て は,そ



の最 大 の 特 徴 と して,「 家 庭 欄 」の"標 題"の

こ とを話 題 に しな けれ ば な らな いだ ろ う。

『朝 日』
,『 毎 日』の 場 合 は,「 家 庭 欄 」の標

題 は文 字 通 り,"家 庭"で あ る。 ところ が,『 読

売 』 の場 合 の 「家 庭 欄 」の それ は,"婦 人 と く

ら し"と な っ て い る。 一 少 な く と も,そ の

タ イ トル に関 す る限 り,『 読 売 』は,生 活=主

婦=家 庭 婦 人 とい う"古 典 的"図 式 を か た く

な に(!?)守 っ て い る ので あ る。

や や 話 は横 道 に それ るが,こ の 「婦 人 」 と

い う名 称 に関 して は,こ ん なエ ピ ソー ドが あ

る。 日本 社 会 学 会 の 大会 発 表 は その テ ー マ に

応 じて,い くつ か の セ ク シ ョ ン に わ か れ て 発

表 が行 わ れ る。 「基 礎 理 論 」「家 族 」「都 市 」「階

級 ・階 層 」 等 々 とい っ た よ うにで あ る。 こ う

した セ ク シ ョ ンの 一 つ に今 まで 「婦 人 問 題 」

とい う部 会 が あ っ た の だ が,1985年 の 学 会 か

ら その セ ク シ ョ ン名 が 「女 性 」 に改 め られ た

ので あ る。 女 性 だ け を特 別 に扱 うテ ー マ 部会

が あ る こ と自体 が す で に"差 別"で あ る とい

う,フ ェ ミニ ス トた ちの抗 議 が あ り,セ ク シ

ョンの 廃 止 まで に は 至 らなか っ た が,と りあ

えず 名 称 の 変 更 とい うこ とで 妥 協 した 結 果 ら

しい。

そ うい う こ とで い え ば,"婦 人"と い うこ と

ば 自体 に,"差 別 的"な ニ ュ ア ン ス が含 ま れ て

い る とい う こ とに な る。 とこ ろ が,最 大 の発

行 部 数 を 誇 る大 新 聞 が,「 家 庭 欄 」 に堂 々 と

(!?)そ う した タ イ トル を掲 げ て平 気 だ とい

うの も面 白 い現 象 で あ る といわ な け れ ば な ら

な い。(4)

いず れ に せ よ,『 読 売 』の場 合 は,,「家 庭 欄 」

の 読 者 と して,女 性 を正 面 に押 し出 して い る。

もち ろ ん,『 読 売 』の 「家 庭 欄 」の 場 合 も,「 健

康 」や 「趣 味 」「住 」 に関 す る記 事 な どで 男 性

読 者 に 関係 の あ る もの が な い わ けで は な い し,

「ただ い ま求 職 中」 とい う長 期 連 載 もの の 中

に も男性 にむ しろ深 いか か わ りの あ る問題 が

多 く扱 わ れ て い る。

しか し,他 の 二 紙,と りわ け 『朝 日』 に比

べ れ ば,"女 性"を 前 面 に 出 した もの が 目 立

ち,男 性 読 者 を想 定 した もの は 少 な い とい っ

て い いだ ろ う。vギ ュ ラー ・コ ラ ム や連 載 も

の を 見 て も,「 女 の 詩 ・お ん な の うた 」 「女 性

ライ ブ ラ リー 」「働 きた い あ な た へ 」「working

woman内 外 事 情 」 とい っ た 形 で 女 性 読 者 の

み を む しろ積 極 的 な訴 求 対 象 とした 記 事 が少

な くな い。

もち ろ ん,こ の 程 度 の特 集 もの で は,他 紙

との 違 いが は っ き りしな い と思 うので,こ こ

で は,一 つ 具体 的 な例 を と りあ げ て そ れ を 明

らか に す る こ とに しよ う。

1985年 は,"国 連 婦 人 の10年"の 最 終 年 に あ

た り,そ の 締 め く く り と して7月 に ケ ニ ア の

ナ イ ロ ビで,「 世 界 婦 人会 議 」が 開 か れ た 。 当

然 の こ とな が ら7月 に な る と,こ の 「世 界 婦

人 会 議 」 関 連 の 記 事 が タ イ ム リー な トピ ッ ク

ス もの として 目立 つ よ うに な るわ け だ が,こ

の 扱 い が三 紙 で は大 き く異 な っ て い る。

『朝 日』の 場 合 ,「 な に が 変 わ っ た の か 」(9

回 シ リー ズ,5月)と 「広 場 の 女 た ちNGO

フ ォ ー ラ ム'85か ら」(5回 シ リー ズ,7月)と

い う二 つ の 特 集 記 事 は あ るが,7月 の家 庭 欄

に 関 す る限 り,単 発 記 事52の うち に,こ の 会

議 に関 した 記事 はゼ ロで あ る。

『毎 日』の 場 合 は,"国 連 婦 人 の10年"と サ

ブ タ イ トル の つ い た,「 しな や か に挑 戦 」とい

う長 期 連 載 が,5月 か ら7月 にか けて,12回

分 あ るが,7月 の 単 発 記 事69の うち,婦 人 会

議 関 連 の もの は わ ず か 一 つで あ る。

これ が,『 読 売 』に な る と前 の 二 紙 とは明 ら

か に違 っ て い る。 「世 界 の 女 性 た ち は今 」とい

う連 載 もの が,6月 か ら7月 に か けて,18回

続 くの に加 えて,7月 の 単 発 記事47の う ち,

婦 人 会 議 関 連 の もの が 約5分 の1強 の10例 に

及 ん で い る。 この一 例 か ら も,『 読 売 』の 「家

庭 欄 」 が,い か に"婦 人 もの"に ウエ イ トを

置 い て い る("婦 人 もの"に 強 い!)か とい う

こ との 一 端 が うか が わ れ るの で あ る。

もち ろん,こ れ だ けで は,特 殊 な トピ ック
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の 場 合 の 特 殊 な ケ ー ス に す ぎ な いだ ろ う とい

う疑 問 や批 判 が 出 て くる と思 うので,も う一

つ別 の ケ ー ス(レ ギ ュ ラー ・コ ラ ム)を 取 り

上 げ て,読 売 の 「家 庭 欄 」 が,い か に"女 性

志 向"が 強 いか とい う こ と を示 して み よ う。

『読 売 』 の 「家 庭 欄 」 に は,「 人 生 案 内 」 と

い う読 者 の 入生 相 談 の レギ ュ ラー ・コ ラ ムが

あ る。 こ うい う形 の 人 生 相 談 を現 在 残 して し

るの は三 大 紙 で は 『読 売 』 だ けで あ る。 悩 み

の あ るの は,何 も女 性 だ け に は 限 らな いだ ろ

うが,こ の 「人 生 案 内 」 に登 場 す る相 談 者 は,

ほ とん どす べ て が女 性 な ので あ る。

例 外 的 に登 場 す る男 性 相 談 者 は,5月 で26

名 中4人,6月 で24名 中4人,7月 は27名 中

2人 で あ る。 こ こで,話 題 は また横 道 に そ れ

るが,こ の10名 の 内訳 を見 る と極 めて 顕 著 な

特 徴 を示 して い る こ とが わ か る。 この10名 の

うち20代 と30代 の 男性2人 を除 く と,そ れ が

いず れ も60代 以 上 の 中 高 年 の 男 性 に よ っ て 占

め られ て い るの で あ る。

しか も,そ の 相 談 内 容 に驚 くべ き類 似 性 が

見 られ る と い う こ と に気 が つ く。 「老 い の 悲

哀?男60歳 無 い無 いづ く し,気 も狂 い そ

う」(5月2日),「 孤 独 で 寂 し い変 わ り者

人 の話 の 中 に入 っ て い け な い 。61歳 ・無 職 」

(5月8日),「 行 く末 に悩 む無 職60歳 一 唯 一

の 身 寄 りに迷 惑 をか け た くな い」(5月17日)

「今 も共 同行 動 が 苦 痛 一 年 金 で 独 り暮 ら し

の62歳 男 性 」(6月17日)と い うの が その 具 体

的 な相 談 内 容 で あ る。 いず れ も孤 独 な老 人 男

性 の 不 幸 を 嘆 い た もの で あ る。

残 りの,4件 も非 常 に類 似 性が 高 い。「長 男

が 人 妻 に 恋,同 居 結 婚 許 さず,田 畑 継 が

せ た い が 」,60代 男 性(5月11日),「 パ チ ン コ

に狂 う娘 の 夫 生 活 苦 し く,私 に意 見 して

とい うが 」,60代 父 親(6月12日)「 金 貸 さ な

い な ら絶 縁 一 一脅 す 長 男 に,養 子 も考 え る年

金 夫 婦 」,65歳 父 親(7月11日),「 婚 期 前 の

孫 娘 に不 安 家 事 い や いや,修 養 必 要 か」,

21歳 の 孫 娘 を持 つ 祖 父(7月13日)こ れ また,

いずれ も,異 世代の親族に翻弄される老人の

悲哀 を訴 えた ものである。

かつて,社 会学者の見田宗介は,人 生相談

の内容分析 を通 じて,"不 幸の諸類型"を 見事

に分析 してみせたが(5),今 日の不幸の類型の

一つの典型的パ ターンは,老 人男性の孤独及

び悲哀 ということにな りそうだ。(もちろんこ

のような小数のサンプルか らのみ断定はで き

ないが……)本 論か らは脱線 したが,そ

の内容が非常に興味深いものだ ったので敢 え

て深入 りした。 このテーマは改めて,別 の機

会 に取 り上げてみるだけの価値があ りそうで

ある6

まとめ

以 上,『 朝 日』『毎 日』 『読 売 』の 三 大 紙 の 「家

庭 欄 」 を その 紙 面 構 成,紙 面 作 り とい う点 に

注 目 して 見 て 来 た わ けだ が,各 紙 の それ ぞ れ

の 特 徴 は あ る程 度 明 らか にで きた と思 う。

朝 日新 聞 の 「家 庭 欄 」 に 「く らべ て み た ら」

とい う商 品 テ ス トの 結果 を紹 介 す るペ ー ジ が

あ るが,そ れ に な らって い うな ら,こ の 小 論

は新 聞 の 「家 庭 欄 」 とい う"商 品"を 対 象 に

した私 な りの 「商 品 テ ス ト」 の 結 果 の レポ ー

トで あ る。

か な り,独 断 も入 っ た雑 感 風 エ ッセ イ に な

っ た が,冒 頭 に述 べ た,男 性 も含 め た"生 活

者"と い う視 点 か らの紙 面 作 り とい う観 点 か

ら見 る と,総 花 的 とい う批 判 は あ るが,『朝 日』

に軍 配 が 上 が る とい え そ うで あ る。 『読 売 』は,

女 性 読 者 にタ ー ゲ ッ トを絞 っ て,そ こ に居 直

っ て(!?)い る点 が,欠 点 で あ る と同 時 に強 味

に もな っ て い る。 『毎 日』は,記 事 数 も多 くバ

ラエ テ ィ に も富 ん で い るが,反 面"雑 然"と

して い る。 こん な風 に三 紙 の 特 徴 を ま と

め る こ とが で き そ うで あ る。

いず れ に せ よ,「 家 庭 欄 」は今 後"暮 しの ペ

ー ジ"
,"生 活 の ペ ー ジ"と して 発 展 して いか

な け れ ば な らな いだ ろ う。 月 並 み な結 論 か も

しれ な い が,わ れ わ れ読 者 が 求 め るの は,そ
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こ に ど ん な名 称 が 与 え られ よ う と,そ れ が,

生 活 の 哲 学 や く ら しの智 恵 に裏 打 ち さ れ た,

生 活 者 に とって 本 当 に 必 要 な,こ とば の本 来

の 意 味 で の"生 活 情 報"の 提 供 の 場 とな る こ

とで あ る。(6)

注

(1)(2)沖 藤 典 子"家 庭 欄,男 に もパ ンチ

を"「 私 の 紙 面 批 評 」,『朝 日新 聞 』,

1985年9月22日 朝 刊

(3)天 野正 子"視 点 や 主 張 を 明確 に"

「私 の 紙 面 批 評 」、『朝 日新 聞 』,1985

年5月5日 朝 刊

(4)あ る意 味 で は 当然 の こ とか も しれ な

い が,主 婦 を 中心 と した女 性 読 者 に

は 『読売』の家庭欄の評判は上々だ

そうである。

(5)見 田宗介 「現代における不幸の諸類

型」,北 川隆吉編 『疎外の社会学』,

有斐閣,1964

(6)今 まで 「家庭百科」厂女性百科」など

の名称で出版されていた実用 百科事

典が読者層を男性 までに広げた 「生

活百科」 として相次いでモデルチェ

ンジされているという。(「イメージ

ー新生活百科一女性専科の枠破 る」

『朝 日新聞』1985年5月12日 日曜版)

これなども新 しい 「家庭欄」の方向

を示唆 しているといえよう。
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